
環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」　第2章　放射線による被ばく

遮へいと低減係数 線量測定と計算 

出典：原子力安全委員会｢原子力施設等の防災対策について｣（昭和55年６月（平成22年８月一部改訂））

場所 低減係数※

 木造家屋（１～２階建て） 0.4
 ブロックあるいはレンガ家屋（１～２階建て） 0.2
 各階450～900m2の建物（３～４階建て）の１～２階 0.05
 各階900m2以上の建物（多層）の上層 0.01

0.1マイクロシーベルト/時

0.04マイクロシーベルト/時

屋内は
・建材による遮へい
・床下に汚染がない
 → 線量率が低下

放射性物質

※建物から十分離れた屋外での線量を１としたときの、建物内の線量の比


